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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 946 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

件 平成19年度 平成23年度

％ 平成19年度 平成23年度

種類 平成19年度 平成23年度

箇所 平成19年度 平成23年度

点 平成19年度 平成23年度

8防災行政無線施設の機能向上 防災行政無線施設の伝達機能数
防災行政無線施設の機能を向上させることにより災害時の様々な
情報を迅速かつ的確に伝達できるようにする。 5

交通事故件数 学校周辺の道路での歩行者と車の接触事故件数
歩行者の歩行空間を整備することにより危険箇所を解消し接触事
故をなくす。

10 0

都道府県名 千葉県 長生村 長生村中央地区

計画期間 交付期間 23

大目標：安心と安全を確保し潤いのある生活しやすいまちづくりをめざす。
目標１　安全に歩け快適に走れる道路整備の推進
目標２　災害時に備えた防災対策の推進
目標３　安心して利用できる公共施設の整備

①本村は、千葉県の房総半島九十九里浜に面し、東京都心から約８０キロ、千葉市から約４０キロの距離にあり、年間を通して温暖な気候である。

②当地区の道路は、幹線道路である国道、県道と１級村道の一部が南北、東西を軸に格子状に貫き、その間を他の１級村道と２級村道等が同様に格子状に配置された特徴的なパターンを有している。また、平坦な地形のため道路景観は村の主要景観
であり、「屋敷林」「槙の生垣」などは村の景観を形成する基軸である。本村の道路整備については、総合計画に示されている「安心して歩ける道路・安心して走れる道路づくり」目指し、村の道路整備計画との整合性を図りながら公共施設周辺道路の整
備や通学路への歩道設置を重点に実施してきた。これらの整備によって、村内の主要道路の多くは増加し続けてきた交通量に対応できる道路機能を有するようになり、公共施設周辺や学校周辺の１・２級村道には歩道や自転車・歩行者道が設置され利
用者の安全が確保されている。しかしながら、その他村道の整備は、これに追いつかない状況にある。中でも通学児童が集中する学校周辺では、歩行者空間の確保が急務となっている。このような状況の中で、歩行者の安全確保を図るため、歩行空間
の確保や安全性・快適性の観点から交差点改良及び道路標識等の整備に計画的に取り組んでいる。

③当地区は海岸に接し、地形は海抜2～6m、勾配は東に向かって1/1000と極めて平坦であるために、地震の際の津波を警戒しなければならない。また、台風等の大雨の際には雨水の滞水による災害が度々発生している。これらの災害に備え、防災行
政無線などの防災関連施設を計画的に整備してきたところである。しかしながら、平成１６年の台風２２号が来襲した際には、海岸地域一帯が冠水し非難勧告を発令する事態となり、１０７世帯、３１９人が避難所に避難する災害となった。この災害時に、
経年経過によって老朽化した防災行政無線の不具合で、一部の地域に情報が伝達されない事態が生じた。伝達されなかった地域には職員や地元消防団員が一世帯ずつ情報を伝えたために、伝達が完了するまでにかなりの時間を要した。このような災
害を教訓として、現在、多機能な防災行政無線の再整備や災害発生箇所の改修及び地域防災組織の育成等長生村地域防災計画に基づき計画的に実施し、災害に強いむらづくりを目指している。

④当地区の公共施設は建設から相当な年数が経過したために老朽化が進み耐震性などに問題があり、使用するには危険と思われる施設がある。施設の中には避難所として指定しているものもある。このような施設の改修のために的確な現況把握を
し、計画的な整備を進めている。

①学校等の公共施設周辺の道路で、歩行者が歩行空間を確保できないために交通事故が予想される路線の改良が必要である。
②災害発生時の円滑な情報伝達のために老朽化した防災行政無線施設を多機能型の施設に更新整備すること並びに台風等の災害時に浸水被害が発生する地域の整備が必要である。
③昭和３７年に建築した長生中学校校舎が経年経過により老朽化し、耐震性にも問題があるために建て直す必要がある。

・総合計画
「人間性豊かな健康で住みよい村　長生」の実現のための主要な課題として、安心と安全の確保を掲げている。具体的に当地区は、太平洋に面した平坦な地形条件をふまえ津波・水害に対して備えることや安心して歩ける道路・安心して走れる道路づく
りに努めることが示されている。
・まちづくり基本方針
まちづくりの課題として、より安心・快適な暮らしのために整えられたまちづくりをすると位置づけ、具体的に水害・地震災害に強いまちづくり、快適で楽しい日常生活のための地域環境の整備を示している。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

0

道路交通安全性の満足度 道路交通安全上の満足度（村民アンケート）
歩行空間の整備を推進することにより交通安全上の満足度のアッ
プを目指す。

27 54

浸水戸数 台風等の災害で常に浸水被害が発生する箇所
排水路を整備することにより、雨水の排水能力を高め浸水戸数を
減らす。

30

10000長生中学校校舎耐力度 中学校校舎の安全性を耐力度で表示
老朽化した中学校校舎を建て替えることにより生徒が安全に授業
を受けられるようにする。

3000





都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針３：公共施設の安全性の向上を推進する。
・老朽化し耐震上も問題のある長生中学校の建替えを行う。
・尼ケ台総合公園の冒険子供広場内の老朽化した遊具を整備する。
・処理能力に問題のある尼ヶ台総合公園の浄化槽の設置替えを行う。
・利用者が安全に利用できるよう野球場及びテニスコートの改修を行う。

長生中学校増改築事業【提案事業/地域創造支援事業】、尼ケ台総合公園遊具整備事業【提案事
業/地域創造支援事業】、尼ヶ台総合公園施設整備事業【提案事業/地域創造支援事業】

事業終了後の継続的なまちづくり活動
・風水害、震災等の防災対策として、防災行政無線等の防災施設の充実や災害危険箇所の整備を図るとともに、地域防災組織の育成強化を推進する。また、住民参加による防災訓練等を実施し、住民の災害予防に対する意識を高め、住民が安心して暮
らせる災害に強いむらづくりを目指す。

方針に合致する主要な事業

方針２：災害に強いむらづくりを推進する。
・平成２年に開局した防災行政無線が老朽化し不具合が生じているため、多機能な施設に更新整備し、今後地域防災組織結成のための基幹施設とする。
・防災用品を備蓄するための防災備蓄倉庫を整備する。
・避難場所を明示し誘導する避難場所・避難誘導標識を設置する。
・大雨時に雨水が溢れ、浸水被害の原因となっている排水路を改修整備する。

防災行政無線整備事業【基幹事業/地域生活基盤施設】、防災倉庫整備事業【基幹事業/地域生活
基盤施設】、避難場所・避難誘導標識整備事業【基幹事業/地域生活基盤施設】、排水路整備事業
【提案事業/地域創造支援事業】

方針１：歩道空間の確保などの道路環境整備を推進する。
・公共施設へ通じる道路や学校周辺の通学路等に歩行空間を確保するための整備を進める。
・JR外房線鯉名踏切を歩行者が安全に通行できるように改修整備する。
・来訪者の利便性向上のために主要交差点に地名板や公共施設への案内板を設置する。

道路改良事業　村道1-3号線（鯉名踏切）・村道2-7号線・村道2－14号線・村道1160号線・村道2157
号線他2路線・村道3058号線・村道3207号線・村道3212号線【基幹事業/道路】、地名板・公共施設
案内板等整備事業【基幹事業/地域生活基盤施設】



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

長生村 直 Ｌ＝６０ｍ 平成２０年度 平成２２年度 平成２０年度 平成２２年度 125 125 125 125
道路 長生村 直 Ｌ＝３６０ｍ 平成１９年度 平成２０年度 平成１９年度 平成２０年度 37 37 37 37

道路 長生村 直 Ｌ＝３００ｍ 平成１９年度 平成２２年度 平成１９年度 平成２２年度 104 104 104 104

道路 長生村 直 L＝６４０ｍ 平成２１年度 平成２３年度 平成２１年度 平成２３年度 69 69 69 69

道路 長生村 直 L＝６００ｍ 平成１９年度 平成２１年度 平成１９年度 平成２１年度 72 72 72 72

道路 村道３０５８号線 長生村 直 L＝６６０ｍ 平成１９年度 平成２１年度 平成１９年度 平成２１年度 90 90 90 90

道路 長生村 直 L＝６００ｍ 平成１９年度 平成２２年度 平成１９年度 平成２２年度 72 72 72 72

道路 村道３２１２号線 長生村 直 L＝５３０ｍ 平成２１年度 平成２３年度 平成２１年度 平成２３年度 52 52 52 52

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 長生村 直 － 平成１９年度 平成２０年度 平成１９年度 平成２０年度 73 73 73 73

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 694 694 694 694 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

長生村 直 － 平成１９年度 平成２２年度 平成１９年度 平成２２年度 70 70 70 70

長生村 直 － 平成２２年度 平成２２年度 平成２２年度 平成２２年度 80 80 80 80

長生村 直 － 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 6 6 6 6

長生村 直 － 平成２０年度 平成２１年度 平成２０年度 平成２１年度 34 34 34 34

0

0

0

0

合計 190 190 190 190 …B
合計(A＋B) 884

0

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

交付対象事業費 884 交付限度額 353

道路

国費率 0.399

0

うち民負担分

村道１－３号線（鯉名踏切）

村道２－１４号線

村道１１６０号線

村道２１５７号線他２路線

村道３２０７号線

直／間
うち民負担分

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間

村道２－７号線

尼ヶ台総合公園施設整備 尼ヶ台総合公園

一松驚地区

尼ケ台総合公園尼ケ台総合公園遊具整備

長生中学校増改築

排水路整備

長生中学校

－

－

地域創造
支援事業

事業
細項目

事業主体事業箇所名

－

－

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目



（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
長生村 文部科学省 3300㎡ ○ 平成２２年度 平成２３年度 1,020

合計 1,020

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

長生中学校増改築事業 長生中学校



都市再生整備計画の区域

　長生村中央地区（千葉県長生村） 面積 946 ha 区域 長生村高根の一部、八積の一部、一松の一部

国道１２８号線 

ＪＲ八積駅 

八積小学校 

一松小学校 

長生中学校 

高根小学校 

長生村役場 

長生村中央地区（９４６ha） 


